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論説
西欧における緑の党の台頭の要因に関する一考察
A Study on Factors of the Rise of The Green Party 























































































言える (Grant& Tilley 2019)。
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表 1 欧州議会選挙での得緊率変化
2014年(百) 2019年(覧)
オーストリア 14.52 (4{立) 14.80 (4イ立)
ベルギー (ECOLO) 4.26 (8{立) 7.60 (6位:)
ベルギー (Groen) 6.69 (7イ立) 7. 57 (7イ立)
デンマーク(日 11.00 (4{立) 13.23 (3位)
フィン~7 /'ド 9.30 (6イ立) 16.00 (2イ古)
フランス 8.95 (5イ立) 13.47 (3イ立)
ドイツ 10.7 (3イ立) 20.50 (2位)
ハンガリー 5.04 (6イ立:)
アイノレランド 11. 37 (2イ立)
イタリア 2.32 (7f立)
日トアーア 6.61 (7位) 12. 56 (3イ立)
ノレクセンプノレク 15.01 (2イ立) 18.91 (3位)
オフンダ 6.98 (8イ立) 10.90 (5イ立)
ポノレトガ ノレ 5.46 (6 {iL) 
スウエデン 15.41 (2イ立) 11.52 (4位}




国家 初めて国会に逃 1980s 19905 20005 20105 議席数(2020前
出 (f笹府をとる) のjl[近の選挙)
オーストジア 1986 4.8 6. 0 10.3 10.0 26 
ベノレギ '" 1981 6.0 10.9 7. 3 6. 8 8 
フィンアンド 1983 2.7 6. 9 8. 2 9. 1 20 
フフンス 1997 7. 1 3.8 4. 9 1 
ドイツ 1983 6.9 5. 1 9. 1 8. 7 67 
アイスフンド 1999 9. 1 14.9 14.6 11 
アイノレフンド 1989 1.5 2. 1 4.3 2. 3 2 
イタリア 1987 2.5 2.7 2.1 
ノレクセンプノレク 1984 5.8 9.8 11. 6 10.1 6 
オフンダ 1989 4. 1 5.4 5. 6 6.0 14 
スウエデン 1988 5. 5 4.3 4.9 6.2 16 
スイス 1979 3.4 5.4 9. 2 15. 5 44 
イギリス 2015 2.7 l 
チzコ 2006 6. 3 2.8 。
ハンガリ 2010 5.5 8 
























































































(物質主義者の 1970年 1973 &:f- 1976....78年 1979....81年
割合の多い順)
物質 脱 物質 脱 物質 脱 物質 脱
伝統的左翼甜党
共産主義政党 3 8 4 10 5 13 7 10 
社会主義政党 35 40 31 46 3 42 34 42 
ニューーポ担テ
ィクス諸党
新左翼政党 1 11 l 7 l 8 2 10 
エコロジスト政 l 3 2 10 
党
小民政政党 2 2 l 2 l l 










出所:Ronald Ingleha同 (1990): Culture shift in advanced industrial societv (村山
陪'lIi雅文.1富沢克訳による)P. 235 
その後、イングJレハー卜の説は緑の党の出現在説明するために使用され始め
た。彼は rCultureShift in Advanded Industrial Society~ (1990)の中で、
94 西欧における緑の党の台頭の要悶に関する一考察(蘇)
「緑の党」の出現と台頭は、 l助物質主義的価値綴と緊密に関係していると指摘




















ると主張する学者もいる (Duff.A.. &Cotgrove. S.1982; Offe. C.1985; 
Morrison& Dunlap 1986 ; Mu?ller-Rommel 1990 ; Rootes& Richardson 
1995)。
伝統的な製造業の萎縮とサービス業の成長は社会階層構造の重大な転換を引












Rommel 1990 ; Richardson& Rootes 1995)。
Dolezal (2010) はさらに、新しい中間閣を 3種類に分類し、管理者
(managers)、技術専門家 (technicalexper同〕、「社会文化専門家 (social-
































2 1979年3月 110，000 
3 1981 f手2f) 110，000 
4 1977年2月 60，000 
5 1977年9月 50，000 

















































( 3目 1 )外部要因.政治的機会構造
(3. 1. 1)選挙制度
選挙制度と政党政治の関係について有名な「デュヴェノレジェの法則」
(Duverger' s rule)によれば、小選挙区は 2大政党制をもたらすが、比例代


















ミュラ/議席決定方式 (electoral formula)、選挙区の規模 (district
magnitude)、投票用紙の構成 (ballotstructure)、投禦の回数 (Tiers)、議



















ポフ ン ド 直接選挙 a比例代表制(非拘東 直接選挙多数代表制(完全速記
名簿式比例代表制) 制)
















出所 佐藤令. (2011).諸外国の選挙制度 類型・異体例・制度一覧.翻査と憾報，
(721)， 1.14 


















論の 1つである (Enelow& Hinich 1984 ; Kitschelt 1994)。
ダウンズの理論からすれば、主流政党の政策位置/イデオロギーが収飲すれ
ば、それらの政党が選挙市場に「空白」を残し、新興政党の進出と成功に機会






























ただし、 Me富山dの研究に対して、 GrantとTilley(2019)は、 32か国の緑
の党の選挙パフォーマンスの分析を通じて、主流政党の戦略が緑の党の発展に
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